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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 よ り 低 い 温 度 で 、 適 当 な 培 地 に お い て
宿 主 細 胞 を 接 種 及 び 培 養 し 、
　 ｂ ） 該 宿 主 細 胞 に ウ イ ル ス を 感 染 さ せ て 、 ウ イ ル ス 感 染 宿 主 細 胞 を 得 、
　 ｃ ） ウ イ ル ス の 産 生 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 ま た は そ の 付 近 で 、 該 ウ イ ル ス 感 染 宿
主 細 胞 を 培 養 し 、
　 ｄ ） ウ イ ル ス お よ び ／ ま た は ウ イ ル ス 含 有 細 胞 を 該 培 養 か ら 回 収 し 、
　 ｅ ） 宿 主 細 胞 お よ び 培 養 混 入 物 か ら ウ イ ル ス を 精 製 し て 、 精 製 ウ イ ル ス 産 物 を 得 る こ と
を 含 ん で な る 、 ウ イ ル ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ａ ） 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 で 、 適 当 な 培 地 に お い
て 宿 主 細 胞 を 接 種 及 び 培 養 し 、
　 ｂ ） 工 程 ａ ） の 宿 主 細 胞 培 養 の 温 度 を 、 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 よ
り 低 い 温 度 ま で 変 化 さ せ 、
　 ｃ ） 工 程 ｂ ） の 宿 主 細 胞 に ウ イ ル ス を 感 染 さ せ て 、 ウ イ ル ス 感 染 宿 主 細 胞 を 得 、
　 ｄ ） ウ イ ル ス の 産 生 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 ま た は そ の 付 近 で 、 該 ウ イ ル ス 感 染 宿
主 細 胞 を 培 養 し 、
　 ｅ ） ウ イ ル ス お よ び ／ ま た は ウ イ ル ス 含 有 細 胞 を 該 培 養 か ら 回 収 し 、
　 ｆ ） 宿 主 細 胞 お よ び 培 養 混 入 物 か ら ウ イ ル ス を 精 製 し て 、 精 製 ウ イ ル ス 産 物 を 得 る こ と
を 含 ん で な る 、 ウ イ ル ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 宿 主 細 胞 に 該 ウ イ ル ス を 感 染 さ せ る 前 の 少 な く と も 約 ２ ４ 時 間 、 該 培 養 温 度 を 亜 最 適
レ ベ ル に 低 下 さ せ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 宿 主 細 胞 に 該 ウ イ ル ス を 感 染 さ せ る 前 の 全 細 胞 継 代 ま で に わ た り 、 該 培 養 温 度 を 亜 最
適 レ ベ ル に 低 下 さ せ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ａ ） 宿 主 細 胞 の 増 殖 を 促 進 す る た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 よ り 低 い 温 度 で 、 宿 主 細 胞 を
培 養 し 、

ま た は そ の 付 近



　 ｂ ） 該 宿 主 細 胞 に ア デ ノ ウ イ ル ス を 感 染 さ せ て 、 ア デ ノ ウ イ ル ス 感 染 宿 主 細 胞 を 得 、
　 ｃ ） ア デ ノ ウ イ ル ス の 産 生 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 ま た は そ の 付 近 で 、 該 ア デ ノ ウ
イ ル ス 感 染 宿 主 細 胞 を 培 養 し 、
　 ｄ ） ウ イ ル ス お よ び ／ ま た は ウ イ ル ス 含 有 細 胞 を 該 培 養 か ら 回 収 し 、
　 ｅ ） 宿 主 細 胞 お よ び 培 養 混 入 物 か ら ウ イ ル ス を 精 製 し て 、 精 製 ウ イ ル ス 産 物 を 得 る こ と
を 含 ん で な る 、 ア デ ノ ウ イ ル ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ａ ） 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 ま た は そ の 付 近 の 温 度 で 、 適 当 な 培 地
に お い て 宿 主 細 胞 を 接 種 及 び 培 養 し 、
　 ｂ ） 工 程 ａ ） の 宿 主 細 胞 培 養 の 温 度 を 、 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 よ
り 低 い 温 度 ま で 変 化 さ せ 、
　 ｃ ） 工 程 ｂ ） の 宿 主 細 胞 に ア デ ノ ウ イ ル ス を 感 染 さ せ て 、 ア デ ノ ウ イ ル ス 感 染 宿 主 細 胞
を 得 、
　 ｄ ） ア デ ノ ウ イ ル ス の 産 生 の た め の 生 理 的 に 最 適 な 温 度 ま た は そ の 付 近 で 、 該 ア デ ノ ウ
イ ル ス 感 染 宿 主 細 胞 を 培 養 し 、
　 ｄ ） ウ イ ル ス お よ び ／ ま た は ウ イ ル ス 含 有 細 胞 を 該 培 養 か ら 回 収 し 、
　 ｅ ） 宿 主 細 胞 お よ び 培 養 混 入 物 か ら ウ イ ル ス を 精 製 し て 、 精 製 ウ イ ル ス 産 物 を 得 る こ と
を 含 ん で な る 、 ア デ ノ ウ イ ル ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 宿 主 細 胞 に 該 ア デ ノ ウ イ ル ス を 感 染 さ せ る 前 の 全 細 胞 継 代 ま で に わ た り 、 工 程 ｂ ） の
培 養 温 度 を 生 理 的 に 最 適 な 温 度 よ り 低 い 温 度 に 低 下 さ せ る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 宿 主 細 胞 に 該 ア デ ノ ウ イ ル ス を 感 染 さ せ る 前 の 少 な く と ４ 時 間 、 工 程 ｂ ） の 培 養
温 度 を 生 理 的 に 最 適 な 温 度 よ り 低 い 温 度 に 低 下 さ せ る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 工 程 ｂ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 工 程 ｂ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 工 程 ｂ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 工 程 ａ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ ５ ℃ ～ ３ ８ ℃ で あ り 、 工 程 ｂ ） に お け る 細
胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 工 程 ａ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ ５ ℃ ～ ３ ８ ℃ で あ り 、 工 程 ｂ ） に お け る 細
胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 工 程 ａ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ ５ ℃ ～ ３ ８ ℃ で あ り 、 工 程 ｂ ） に お け る 細
胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ り 、 工 程 ｃ ） に お け る 感 染 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た
め の 温 度 が 約 ３ ６ ℃ ～ ３ ８ ℃ で あ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 工 程 ａ ） に お け る 細 胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ ５ ℃ ～ ３ ８ ℃ で あ り 、 工 程 ｂ ） に お け る 細
胞 増 殖 の た め の 温 度 が ３ １ ℃ ～ ３ ４ ℃ で あ り 、 工 程 ｃ ） に お け る 感 染 宿 主 細 胞 の 増 殖 の た
め の 温 度 が 約 ３ ５ ℃ ～ ３ ８ ℃ で あ る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 製 造 方 法 。
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